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一　

は
じ
め
に

　
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
以
下
『
日
本
霊
異
記
』
と
す
る
）
の
上

巻
の
序
に
「
昔
、
漢
地
に
し
て
冥
報
記
を
造
り
、
大
唐
国
に
し
て
般
若
験

記
を
作
り
き
。
何
ぞ
、
唯
し
他
国
の
伝
録
を
の
み
慎
み
て
、
自
土
の
奇
事

を
信
じ
恐
り
ざ
ら
む
や
。
粤こ
こ

ニ
起た

ち
て
自
ら
矚み

る
に
、
忍
び
寝や

ム
コ
ト
得

ず
。
居
て
心
に
思
ふ
に
、
黙も
だ
あ然

ル
コ
ト
能
は
ず
。
故か
れ

、
聊い
さ
さか

に
側ほ
の
かニ

聞
け

る
こ
と
を
注
し
、
号な
づ

け
て
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
と
曰
ふ（

（
（

」
と
あ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
成
立
の
先
駆
け
的
存
在
の
書
と
し
て
『
冥
報
記
』
や
『
般

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
説
話
叙
述
の
方
法

─
『
冥
報
記
』
と
の
比
較
か
ら
─

霧
林
宏
道

若
経
集
験
記
』
を
編
者
景
戒
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

下
巻
「
如
法
に
写
し
奉
り
し
法
華
経
の
火
に
焼
け
ざ
り
し
縁　

第
十
」
の

説
話
部
に
続
く
教
訓
部
に
「
河
東
の
練れ
ん
ぎ
よ
う行の

尼
の
、
写
せ
る
如
法
経
の
功

玆こ
こ

に
顕
れ
」
と
『
冥
報
記
』
の
説
話
を
踏
ま
え
た
叙
述
が
み
え
る
こ
と
か

ら
、『
日
本
霊
異
記
』
編
者
景
戒
は
『
冥
報
記
』
の
書
名
は
も
ち
ろ
ん
内

容
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、佐
藤
謙
三
氏
は
、「
景
戒
が
、

自
撰
の
書
名
の
中
に
現
報
の
二
字
を
入
れ
、
巻
数
を
三
巻
に
し
て
ゐ
る
事

な
ど
、
冥
報
記
の
影
響
か
と
も
見
ら
れ
る
が
、
さ
う
し
た
形
式
ば
か
り
で

な
く
、
そ
の
内
容
に
於
て
も
或
程
度
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
ら
し
い
の
で

あ
る（

（
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
と
、
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『
冥
報
記
』の
説
話
で
類
似
す
る
話
を
比
較
す
る
こ
と
で
、『
日
本
霊
異
記
』

編
者
景
戒
が
用
い
た
説
話
叙
述
の
特
徴
を
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二　
『
冥
報
記
』
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、『
冥
報
記
』
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

　

編
者
の
唐
臨
は
、『
旧
唐
書
』
に
そ
の
伝
が
み
え
、
京
兆
長
安
の
人
で

唐
の
高
宗
が
即
位
し
た
時
に
大
理
卿
と
な
り
、
永
徽
元
年
（
六
五
〇
年
）

に
御
史
大
夫
、
翌
年
に
華
州
の
刺
史
に
転
じ
、
刑
部
尚
書
な
ど
を
経
て
吏

部
尚
書
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
顯
慶
四
年
（
六
五
九
年
）
に
事
に
坐
し
潮
州

の
刺
史
に
左
遷
さ
れ
そ
の
ま
ま
世
を
去
っ
た
。
時
に
歳
は
六
十
で
あ
っ
た

と
い
う
。
生
涯
官
僚
と
し
て
過
ご
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
『
冥
報
記
』
の
序
は
、「
夫
れ
気
を
含
み
テ
生
有
る
モ
ノ
ハ
識
有
ら
不ず

ト

イ
フ
コ
ト
無
し
。
識
有
る
モ
ノ
ハ
［
而
］
行
有
り
。
行
ノ
善
悪
ニ
随
ひ
て

［
而
］
其
の
報
ヲ
受
く（

（
（

」
で
始
ま
り
、
因
果
と
い
う
こ
と
が
此
の
世
に
存

在
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
続
い
て
因
果
を
否
定
す
る
人
々
の
意
見
を
挙

げ
て
、
儒
書
が
論
じ
て
い
る
善
悪
の
報
い
、
仏
教
の
教
え
に
お
け
る
因
果

を
説
く
。
そ
の
上
で
、
現
報
・
生
報
・
後
報
と
い
っ
た
三
報
の
思
想
が
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
序
の
最
後
に
『
冥
報
記
』
以
前
に
著
さ

れ
た
『
観
世
音
応
験
記
』
な
ど
に
な
ら
い
、「
臨
、
既
に
其
の
風
旨
ヲ

慕し
た
フ。
亦
人
に
勧
め
ん
と
思
ひ
輙
ち
聞
く
所
を
録
シ
テ
集
め
テ
此
の
記
を
為つ
く

る
。
仍
り
て
具
に
所
受
及
び
聞
見
を
陳
ぶ
。
縁
言
に
由
り
文
を
飾
ら
不ず

。

事
は
揚
確
を
専も
は
らに

ス
。
庶
こ
ひ
ね
が
は
くハ

後
見
の
者
能
く
意
ヲ
留
め
よ
［
焉
］」
と
、

自
分
が
見
聞
し
た
こ
と
を
叙
述
し
た
こ
と
を
殊
更
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

は
、『
冥
報
記
』
の
多
く
の
説
話
の
末
尾
に
、
そ
の
話
が
誰
か
ら
聞
い
た

も
の
か
と
い
う
叙
述
が
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
自
分
が
実
在

の
人
物
か
ら
直
接
聞
い
た
と
す
る
叙
述
方
法
は
、
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と（

（
（

で
あ
る
が
、
編
者
唐
臨
の
そ
れ
ぞ
れ
説
話
が
事
実
で
あ
っ
た

こ
と
を
読
み
手
に
認
識
さ
せ
る
手
法
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は

魏
晋
南
北
朝
に
編
纂
さ
れ
た
志
怪
小
説
の
踏
襲
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り

『
冥
報
記
』
と
は
、
僧
が
登
場
す
る
仏
教
説
話
を
加
え
な
が
ら
、
現
実
に

は
起
こ
り
え
な
い
怪
異
を
記
し
た
六
朝
時
代
の
志
怪
小
説
の
手
法
を
用

い
、
因
果
に
関
わ
る
説
話
を
集
め
た
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
『
冥
報
記
』
の
説
話
は
、
成
立
時
期
の
近
い
と
さ
れ
る
『
法
苑
珠

林
』
や
唐
代
に
成
立
し
た
『
弘
賛
法
花
伝
』、
宋
代
成
立
の
『
太
平
広
記
』

な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
中
国
で
は
『
冥
報
記
』
自
体
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
次
の
『
冥
報
記
』
の
諸
本
が
み
ら
れ

る
。
①
京
都
高
山
寺
蔵
本
②
前
田
家
尊
経
閣
長
治
二
年
写
本
③
知
恩
院
蔵

本
④
三
縁
山
某
院
蔵
本
⑤
大
日
本
続
蔵
経
所
収
本
で
あ
る
。
大
正
新
脩
大

蔵
経
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
京
都
高
山
寺
蔵
本
を
底
本
と
し
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て
い
る（

（
（

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
本
に
は
、
説
話
数
や
説
話
の
配
列
に

若
干
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
片
寄
正
義
氏
は
京
都
高
山
寺
蔵
本
と
前
田
家

尊
経
閣
長
治
二
年
写
本
と
の
間
に
、
両
者
の
性
質
を
併
有
す
る
中
間
本
と

し
て
知
恩
院
蔵
本
が
考
え
ら
れ
る
と
指
摘（

（
（

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
存
本

は
す
べ
て
三
巻
で
あ
る
が
、
中
国
の
目
録
で
は
二
巻
、『
日
本
国
見
在
書

目
録
』
で
は
十
巻
と
し
て
い
る
。
現
存
す
る
『
冥
報
記
』
と
同
じ
も
の
を
、

『
日
本
霊
異
記
』
編
者
景
戒
が
見
て
い
た
か
は
注
意
を
要
し
よ
う
。

　

次
に
、『
冥
報
記
』
説
話
と
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
関
係
に
つ
い
て
、

先
学
の
指
摘
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
古
く
は
芳
賀
矢
一
氏
が
『
考
証
今
昔

物
語
集
』
の
序
論
に
て
、「
か
く
て
平
安
朝
の
初
、
延
暦
年
間
に
は
、
冥

報
記
、
冥
報
記
拾
遺
等
に
収
め
ら
れ
た
説
話
と
同
一
形
式
の
も
の
が
、
地

名
と
人
名
と
を
日
本
に
改
め
て
日
本
霊
異
記
と
な
っ
て
現
れ
る
ま
で
に

な
っ
た（

（
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
佐
藤
謙
三
氏
に
よ
っ
て
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
冥
報
記
』
の
説
話
の
持
つ
モ
チ
ー
フ
と
類
似

す
る
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
、
概
括
的
に
「
地
名

と
人
名
を
日
本
に
改
め
た
」
す
る
考
え
に
否
定
的
な
説
も
あ
る
。
後
藤
良

雄
氏
は
、
僧
な
ど
が
伝
承
し
景
戒
が
収
録
し
た
も
の
と
考
え
、
景
戒
が
冥

報
記
を
机
上
で
翻
案
し
た
も
の
で
は
な
い（

（1
（

と
し
て
い
る
。同
様
の
説
に
は
、

八
木
毅
氏
、
露
木
悟
義
氏
、
渥
美
か
を
る
氏（

（1
（

が
い
る
。
ま
た
、
片
寄
正
義

氏
は
そ
の
中
間
く
ら
い
で
は
な
い（

（1
（

か
と
指
摘
し
、
小
泉
弘
氏
も
中
国
の
話

を
改
変
増
補
し
て
成
っ
た
説
話
も
、
霊
異
記
の
中
に
は
混
入
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か（

（1
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
景
戒
自
身
が
『
冥

報
記
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
個
々
の
『
冥

報
記
』
の
説
話
が
『
日
本
霊
異
記
』
編
者
景
戒
の
元
に
到
る
ま
で
の
事
情

は
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
し
て
、
現
存
す
る
『
冥
報
記
』
と
は
異
な

る
原
『
冥
報
記
』
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
が
『
日
本
霊
異
記
』
に
収
め
ら
れ
る
際
に
は
、
そ
の
ま

ま
享
受
し
た
と
し
て
も
、
改
変
し
た
と
し
て
も
景
戒
の
趣
向
を
踏
ま
え
て

で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
本
論
で
は
、
モ
チ
ー
フ
が
類
似
し
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
説
話
の
構
成
が
類
似
す
る
説
話
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、
景
戒
の
説
話
叙
述
に
対
す
る
方
法
を
考
え
て
み
た
い
。

三　
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
十
と
『
冥
報
記
』
下
巻
第
八

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
常
に
鳥
の
卵
を

煮
て
食
ひ
、
以
て
悪
死
の
報
を
得
し
縁　

第
十
」
と
、『
冥
報
記
』
下
巻

第
八
話
「
隋
開
皇
の
冀
州
の
少
年
」
の
説
話
で
あ
る
。
こ
の
両
話
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
小
泉
弘
氏
、
渥
美
か
を
る
氏
、
西
村
亜
希
子
氏
、
徐
志
紅

氏（
（1
（

な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
中
で
も
徐
志
紅
氏
は
、
両
話
を

モ
チ
ー
フ
の
上
か
ら
詳
し
く
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
指
摘
を
踏
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ま
え
て
、
両
話
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
、
両
話
の
構
成
を
比
較
し
て
み
る
。
先
行
す
る
『
冥
報
記
』
の

説
話
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①�

隋
の
開
皇
の
初
め
に
隣
家
か
ら
卵
を
盗
み
食
う
十
三
歳
の
少
年
が
い
た
。

②�

早
朝
一
人
の
男
が
「
官
汝
を
喚
ぶ
」
と
少
年
を
連
行
す
る
。

③�

村
の
南
側
の
桑
田
に
、
小
さ
い
城
が
で
き
お
り
、
そ
の
北
門
か
ら
少
年

が
押
し
入
れ
ら
れ
る
。

④�

中
に
入
る
と
城
門
は
閉
じ
、
中
は
熱
灰
や
碎
火
に
満
ち
て
お
り
、
南
・

東
・
西
の
そ
れ
ぞ
れ
の
門
ま
で
逃
げ
る
と
門
が
閉
じ
、
城
の
中
か
ら
出

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑤�

少
年
は
叫
び
声
を
あ
げ
て
逃
げ
回
る
が
、
周
囲
の
人
び
と
に
は
炎
は
見

え
ず
、
た
だ
少
年
が
遊
戯
を
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
少
年

の
父
が
声
を
掛
け
て
、
初
め
て
少
年
の
目
に
映
っ
て
い
た
城
も
炎
も
忽

ち
見
え
な
く
な
る
。

⑥
少
年
の
膝
下
は
骨
だ
け
で
あ
っ
た
。

⑦
こ
れ
を
聞
い
た
近
隣
の
人
び
と
は
戒
を
持
ち
練
行
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅰ�

和
泉
国
和
泉
郡
下
痛
脚
の
村
に
邪
険
な
性
格
で
、
常
に
卵
を
煮
て
食
う

若
者
が
い
た
。

Ⅱ�

天
平
勝
宝
六
年
三
月
に
一
人
の
兵
士
が
「
国
の
司
召
す
」
と
い
っ
て
連

行
す
る
。

Ⅲ�

郡
内
の
山
直
の
里
に
来
る
と
、
麦
畑
の
中
に
若
者
を
押
し
入
れ
た
。

Ⅳ�

二
尺
ば
か
り
の
麦
は
若
者
に
は
爝
火
に
見
え
、
畠
の
中
を
叫
び
な
が
ら

走
り
回
っ
た
。

Ⅴ
叫
び
声
を
聞
き
つ
け
た
村
の
人
が
若
者
を
畠
か
ら
引
き
出
し
た
。

Ⅵ�

人
び
と
が
理
由
を
尋
ね
る
と
火
の
山
に
囲
ま
れ
出
ら
れ
な
か
っ
た
と
語

り
、
若
者
の
袴
を
あ
げ
て
み
る
と
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
骨
が
鎖
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

Ⅶ
一
日
後
に
若
者
は
死
ん
だ
。

　

両
話
は
、
主
人
公
が
少
年
も
し
く
は
若
者
で
あ
る
こ
と
、
卵
を
食
し
た

罪
で
あ
る
こ
と
、
役
所
か
ら
の
召
喚
と
い
う
こ
と
で
連
行
さ
れ
る
こ
と
、

男
に
だ
け
足
下
の
火
が
み
え
る
こ
と
、
膝
下
の
肉
は
焼
け
骨
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、
共
通
の
モ
チ
ー
フ
が
多
い
。
そ
こ
か
ら
み
る
と
、

『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
、『
冥
報
記
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

と
も
思
え
る
。

　

次
に
本
文
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
『
冥
報
記
』
の
説
話
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

隋
開
皇
初
冀
洲
外
邑
中
有
小
児
年
十
三
。
常
盗
隣
家
鶏
卵
焼
而
食

之
。後
早
朝
村
人
未
起
其
父
、聞
叩
門
呼
此
児
声
父
令
児
令
出
応
之
。

見
一
人
云
、
官
喚
汝
。
児
曰
喚
我
役
請
入
取
衣
粮
。
使
者
曰
不
須
也
。
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因
引
児
出
村
門
。
村
南
旧
是
桑
田
。
耕
訖
未
下
種
。
是
旦
此
児
忽
見

道
右
有
一
小
城
四
面
門
楼
丹
素
甚
衆
。
児
恠
曰
、
何
時
有
此
。
使
者

呵
之
使
勿
言
。
因
引
至
城
北
門
令
児
前
入
児
入
度
閫
。
城
門
忽
閉
不

見
一
人
唯
是
空
城
。
地
皆
熱
灰
砕
火
深
纔
没
踝
児
忽
呼
叫
。
走
趣
南

門
垂
至
而
閉
。
又
走
東
西
北
門
亦
皆
如
是
未
往
則
開
、
既
至
便
闔
。

時
村
人
出
田
男
女
大
小
皆
見
此
小
児
在
耕
田
中
口
似
啼
声
四
方
馳
走

皆
見
相
謂
曰
、
此
児
狂
耶
旦
来
如
此
遊
戯
不
息
至
日
食
時
採
桑
者
皆

皈
。
児
父
問
見
児
不
。
桑
人
答
曰
、
在
村
南
走
戯
喚
不
肯
来
。
父
出

村
遙
見
児
走
大
呼
其
名
一
声
。
便
往
城
灰
忽
不
見
〻
父
而
倒
号
泣
言

之
視
其
足
半
脛
已
上
血
宍
燋
乾
其
膝
已
下
洪
爛
如
炙
抱
帰
養
療
之
。

脾
已
上
肉
合
如
故
膝
下
遂
為
枯
骨
。
隣
里
聞
之
共
往
視
其
走
処
足
迹

通
利
了
无
灰
水
。
於
是
邑
人
男
女
大
小
皆
持
戒
練
行
。〈
有
大
徳
僧

道
恵
〉〈
本
冀
洲
人
〉〈
為
臨
言
之
〉〈
此
其
隣
邑
也
〉

　
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

和
泉
国
和
泉
郡
下
痛
脚
村
、
有
一
中
男
。
姓
名
未
詳
也
。
天
年
邪

見
、
不
信
因
果
、
常
求
鳥
卵
、
煮
食
為
業
。
天
平
勝
宝
六
年
甲
午
春

三
月
、
不
知
兵
士
来
、
告
中
男
言
、「
国
司
召
也
」。
見
兵
士
腰
、
負

四
尺
札
。
即
副
共
往
。
纔
至
郡
内
於
山
直
里
、
押
入
麦
畠
。
畠
一
町

余
、
麦
生
二
尺
許
。
眼
見
爝
火
、
践
足
无
間
。
走
廻
畠
内
、
而
叫
哭

曰
、「
熱
哉
、
熱
哉
」。
時
有
当
村
人
。
入
山
拾
薪
。
見
於
走
転
哭
叫

之
人
、
自
山
下
来
、
執
之
而
引
、
拒
不
所
引
。
猶
強
追
捉
、
乃
従
籬

之
外
、
牽
之
而
出
、
躃
地
而
臥
嘿
然
。
不
曰
。
良
久
蘇
起
、
然
病
叫

言
、「
痛
足
矣
云
云
」。
山
人
問
言
、「
何
故
然
也
」。
答
曰
、「
有
一

兵
士
、
召
我
将
来
、
押
入
爝
火
、
焼
足
如
煮
。
見
四
方
者
、
皆
衛
火

山
、
無
間
所
出
故
、
叫
走
廻
」。
山
人
聞
之
、
褰
袴
見
膊
、
膊
肉
爛
銷
、

其
骨
璅
在
。
唯
逕
之
一
日
而
死
也
。
誠
知
、
地
獄
現
在
。
応
信
因
果
。

不
可
如
烏
鳥
慈
己
児
而
食
他
児
。
無
慈
悲
者
、
雖
人
如
烏
矣
。
涅
槃

経
云
、「
雖
得
人
獣
尊
卑
差
別
、
宝
命
重
死
、
二
俱
无
異
云
々
」。
善

悪
因
果
経
云
、「
今
身
焼
煮
鶏
子
、死
堕
灰
河
地
獄
」者
、其
謂
之
矣
。

　

表
現
の
レ
ベ
ル
ま
で
見
る
と
、
両
話
に
同
じ
叙
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。
た
だ
し
そ
れ
が
、『
冥
報
記
』
の
説
話
と
『
日
本
霊
異
記
』
の
説

話
の
間
に
伝
承
者
集
団
が
介
在
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い

は
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
序
に
「
唯
し
他
国
の
伝
録
を
の
み
慎
み
て
、
自

土
の
奇
事
を
信
じ
恐
り
ざ
ら
む
や
」
と
自
土
の
説
話
に
こ
だ
わ
る
景
戒
と

し
て
、『
冥
報
記
』
の
説
話
の
叙
述
を
そ
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
故
に
、
同
一
の
表
現
は
意
図
的
に
避
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の

な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
表
現
レ
ベ
ル
か
ら
も
徐
氏
が
指
摘
す
る（

（1
（

よ
う

に
、
説
話
享
受
の
過
程
は
不
明
と
い
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
両
話
の
モ
チ
ー
フ
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
徐
氏
の
論
が
詳

し
い
の
で
、
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
整
理
し
て
み
る
。
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徐
氏
は
、『
冥
報
記
』
の
説
話
は
養
蚕
の
忙
し
い
時
期
、
暁
の
頃
、
種

の
ま
か
れ
て
い
な
い
耕
田
に
設
定
さ
れ
る
な
ど
、「
全
文
の
流
れ
を
よ
く

し
て
、
登
場
人
物
を
納
得
さ
せ
て
、
物
語
を
完
結
さ
せ
た
。
更
に
父
と
い

う
特
別
な
役
割
の
人
物
の
行
動
を
通
し
て
、
説
話
を
旨
く
運
ん
で
い
る
。

そ
の
臨
場
感
が
読
者
ま
で
た
っ
ぷ
り
伝
わ
っ
て
く
る（

（1
（

。」
と
し
て
い
る
。

特
に
『
冥
報
記
』
で
は
、
子
を
地
獄
に
送
り
出
す
と
と
も
に
地
獄
か
ら
呼

び
戻
す
と
い
う「
父
」の
役
割
を
説
話
展
開
の
重
要
な
要
素
と
し
て
い
る
。

一
方
『
日
本
霊
異
記
』
は
地
名
起
源
譚
と
性
格
付
け
さ
れ
て
い
る
点
、
主

人
公
の
性
格
が
「
天
年
邪
見
に
し
て
因
果
を
信
ぜ
ず
」
と
叙
述
さ
れ
て
い

る
点
、桑
田
が
麦
畠
と
な
っ
て
い
る
点
、男
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
所
が「
城
」

か
ら
「
火
の
山
」
に
な
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
、
説
話
が
日
本
人
に
馴
染
み

や
す
い
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
説
得
力
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
た（

（1
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
両
話
の
構
成
や
モ
チ
ー
フ
を
詳
細
に
比
較
し
て
い
る

論
と
思
う
が
、
両
話
の
違
い
は
構
成
や
モ
チ
ー
フ
ば
か
り
で
は
な
い
。
両

話
に
は
、
作
者
も
し
く
は
語
り
手
が
叙
述
し
て
い
く
際
の
視
座
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
そ
の
点
を
中
心
に
両
話
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
『
冥
報
記
』
で
は
構
成
①
～
③
の
途
中
ま
で
は
、
登
場
人
物
の
品
行
や

状
況
を
叙
述
し
て
い
る
。
③
の
途
中
に
、「
児
恠
び
て
曰
は
く
」
と
児
の

心
情
が
叙
述
さ
れ
る
。
④
で
は
、「
児
入
て
閫コ
ン

を
度わ
た

ル
。
城
門
忽
ち
に
閉

ヅ
一
人
を
見
不ず

唯
是
れ
空
城
ナ
リ
。
地
皆
熱
キ
灰
砕
タ
ル
火
ナ
リ
深
き
こ

と
纔
ニ
踝
ヲ
没
す
児
忽
ニ
呼よ

ビ

叫
ぶ
。
走
リ
テ
南
門
に
趣お
も
むく
至
ら
ん
と
す
る

に
［
垂
至
］
閉
じ
タ
リ
。
又
東
西
北
門
に
走
る
も
亦
皆
是
の
如
し
未
だ
往

か
ざ
る
に
則
ち
開
き
、
既
に
至
れ
バ
便
ち
闔ト
ヂ

タ
リ
」
と
児
を
視
座
と
す
る

叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
⑤
で
は
「
時
に
村
人
田
に
出
づ
男
女
大
小
皆
此

ノ
小
児
ノ
耕
田
ノ
中
ニ
在
る
ヲ
見
る
。
口
啼
声
に
似
た
り
。
四
方
に
馳
走

ス
。」
と
、
村
人
の
視
覚
や
聴
覚
か
ら
の
叙
述
に
な
る
。
続
く
「
皆
見
て

相
謂
ひ
テ
曰
は
く
、
此
児
狂ク
ル
フや

旦
よ
り
来
コ
ノ
カ
タ此

の
如
し
遊
戯
し
て
息
ま
不ず

」

も
、
村
人
の
発
言
を
通
し
て
そ
の
心
情
が
叙
述
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
後
、

児
の
父
が
再
び
登
場
し
、
村
人
に
児
の
行
方
を
尋
ね
、
児
を
発
見
し
そ
の

名
を
呼
ぶ
と
い
う
父
を
視
座
と
す
る
叙
述
と
な
る
。
そ
れ
に
続
い
て
「
便

ち
往
く
に
城
灰
忽
ち
見
え
不ず

」
と
児
を
視
座
と
し
て
い
る
。「
父
を
見
て

倒
れ
て
号
泣
し
て
之
を
言
ふ
」
と
児
の
様
子
を
叙
述
す
る
。
そ
の
後
は
、

「
其
の
足
を
視
る
ニ
半
脛
已
上
の
血ち

宍し
じ

燋
乾
す
。
其
の
膝
已
下
は
洪
爛
す

る
こ
と
炙あ
ぶ

る
が
如
し
。
抱
キ
帰
シ
テ
之
ヲ
養
療
ス
。
脾も
も

已
上
の
肉
合
し
て

故
の
如
し
。
膝
下
は
遂
ニ
枯
骨
と
為
り
タ
リ
」
と
父
、
あ
る
い
は
第
三
者

の
立
場
の
叙
述
と
な
る
。

　

本
話
は
、
児
、
児
の
父
、
村
人
を
視
座
と
す
る
描
写
を
交
錯
さ
せ
な
が

ら
話
が
展
開
し
、登
場
人
物
の
心
情
や
様
子
を
網
羅
的
に
表
現
し
て
い
く
、

叙
情
性
豊
か
な
叙
述
と
言
え
る
。
こ
の
叙
述
の
手
法
と
時
間
的
経
過
に

沿
っ
た
展
開
と
に
よ
っ
て
、
読
む
我
々
は
「
臨
場
感
」
を
感
じ
る
こ
と
が
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で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、『
冥
報
記
』
の
説
話
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、「
父
」

の
存
在
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
『
冥
報
記
』
は
、
そ
の
序
に
お
い
て
「
因
果
」
を
説
く
こ
と

を
強
調
し
て
い
た
。
そ
の
「
因
果
」
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
本
話
は
「
常

に
隣
家
の
鶏
卵
を
盗
み
焼
い
て
食
う
」
と
い
う
少
年
の
悪
行
に
対
し
て
、

幻
想
の
中
で
膝
か
ら
下
が
焼
か
れ
る
と
い
う
応
報
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

が
、
話
の
要
旨
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
早
朝
に
子
の
名
前
を

呼
ぶ
声
を
父
は
聞
き
、
子
を
応
対
に
出
さ
せ
、
子
を
送
り
出
す
。
そ
の
後
、

人
々
が
仕
事
を
終
え
て
帰
る
時
分
に
子
を
探
し
に
出
る
。
遙
か
遠
く
を
走

り
回
る
子
を
見
て
、
一
声
そ
の
名
を
大
声
で
呼
ぶ
。
す
る
と
子
に
見
え
て

い
た
幻
影
は
忽
ち
消
え
る
。
父
を
見
て
子
は
泣
き
出
し
、
父
は
そ
の
子
を

抱
い
て
家
に
帰
り
養
療
す
る
。
悪
因
悪
果
の
話
の
中
で
、
父
は
そ
の
子
の

救
済
の
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
。因
果
応
報
の
論
理
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
子
を
思
う
親
の
姿
は
、『
冥
報
記
』
に
は
し
ば

し
ば
み
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
『
冥
報
記
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
曺
述
燮
氏
が
指
摘
し
て
い
る
の
が
、

「
孝
の
勧
誘
、
不
孝
の
懲
戒
の
強
調
」
が
あ
る
。
氏
は
「
中
で
も
孝
の
徳

目
は
身
分
の
上
下
・
男
女
の
区
別
な
く
百
行
の
根
本
と
し
て
要
求
さ
れ
る

の
が
社
会
倫
理
で
あ
る
が
、
唐
臨
の
孝
に
対
す
る
価
値
観
は
人
よ
り
厳
正

な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
随
時
現
れ
て
い
る（

（1
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一

方
で
、親
の
子
に
対
す
る
愛
憐
の
情
が
垣
間
見
ら
れ
る
説
話
も
、『
冥
報
記
』

に
は
多
い
の
で
あ
る
。
上
九
は
、
戦
争
に
出
か
け
戦
に
敗
れ
奴
隷
と
な
っ

た
者
の
親
が
、
音
信
の
な
い
子
の
追
福
の
た
め
に
塼か
は
らの

仏
塔
を
造
り
斎
会

を
設
け
と
こ
ろ
、
一
人
の
僧
が
現
れ
斎
食
を
乞
う
。
そ
の
日
の
う
ち
に
、

そ
の
僧
が
遠
く
離
れ
た
子
の
も
と
に
現
れ
、
袈
裟
に
子
を
包
み
一
瞬
に
し

て
父
母
の
元
に
届
け
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
上
十
一
は
、
親
に
銭
五
万

を
出
し
て
も
ら
い
揚
州
に
商
い
に
出
か
け
た
厳
恭
が
、
そ
の
銭
で
亀
五
十

匹
を
買
い
取
り
放
生
す
る
。
そ
の
亀
が
姿
を
変
え
て
厳
恭
の
両
親
の
元
に

銭
五
万
を
返
し
に
来
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
親
の
厳
恭
に
対

す
る
態
度
を
「
父
母
恭
を
愛
し
て
言
ふ
こ
と
違
う
所
无
し
」
と
叙
述
し
て

い
る
。
ま
た
、
亀
が
銭
五
万
を
恭
の
父
に
返
し
に
来
た
時
、「
恭
の
父
恠

し
み
愕
き
て
恭
の
死
す
る
か
と
疑
ひ
因
り
て
之
を
審
あ
き
ら
かに

せ
ん
と
す
」
と
叙

述
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
子
を
思
う
親
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
に

も
病
死
し
た
息
子
が
蘇
生
し
た
時
に
、「
屍
が
起
き
上
が
っ
た
」
と
多
く

の
者
が
驚
き
そ
の
場
か
ら
逃
げ
去
っ
た
中
で
、
母
の
み
は
去
ら
な
か
っ
た

話
（
中
十
二
）
な
ど
が
あ
る
。
中
に
は
親
が
子
を
救
済
す
る
こ
と
が
で
き

ず
終
わ
っ
て
し
ま
う
話
も
あ
る
。
下
二
十
六
は
親
の
銭
を
盗
む
と
い
う
悪

因
に
よ
っ
て
、娘
が
羊
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
悪
報
を
受
け
た
話
の
中
で
、

娘
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
羊
と
知
ら
ず
に
殺
さ
せ
た
父
が
、
悲
痛
の
思
い
に
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よ
り
病
に
か
か
り
そ
の
ま
ま
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
結
末
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
子
ど
も
の
所
行
に
よ
る
因

果
が
問
題
で
あ
る
の
に
親
が
悲
痛
な
思
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
冥
報
記
』
は
、
親
に
対
す
る
孝
と
と
も
に
、
子
を

思
う
親
の
愛
憐
の
情
が
読
み
取
れ
る
説
話
が
多
い
。
そ
れ
は
編
者
唐
臨
の

趣
向
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
話
も
そ
の
一
群
に
属
す
る
説
話
と
い
え

よ
う
。

　

次
に『
日
本
霊
異
記
』に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。『
日
本
霊
異
記
』と『
冥

報
記
』
の
説
話
の
構
成
上
で
、
主
人
公
の
男
が
火
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る

様
子
が
叙
述
さ
れ
る
順
番
に
違
い
が
あ
る
。『
冥
報
記
』
で
は
④
で
少
年

を
視
座
と
し
て
周
囲
の
光
景
が
叙
述
さ
れ
、
話
が
進
む
展
開
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、
Ⅵ
で
正
気
の
戻
っ
た
若
者

の
口
を
通
し
て
光
景
が
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
若
者
が
畑
の
中
を
叫
び
な

が
ら
走
り
回
る
と
い
う
出
来
事
が
終
了
し
た
後
で
、
若
者
が
目
に
し
て
い

た
光
景
が
振
り
返
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
話
を
い
ろ
い
ろ
な
視
座
か
ら
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
叙
述
す
る
『
冥
報
記
』
に
対
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』

は
一
定
の
視
座
か
ら
登
場
人
物
や
状
況
を
叙
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ

の
説
話
が
、
叙
情
性
よ
り
も
叙
事
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
『
日
本
霊
異
記
』
で
は
登
場
人
物

の
心
理
描
写
は
少
な
い
。
逆
に
、
姿
態
表
現
に
つ
い
て
み
る
と
、『
日
本

霊
異
記
』
の
説
話
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。
使
者
の
姿
は
『
冥
報
記
』
に
は

叙
述
が
な
い
が
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
兵
士
の
腰
を
見
れ
ば
、
四
尺

の
札
を
負
へ
り
」
と
あ
る
。
畠
の
中
を
走
り
回
る
場
面
で
は
、『
冥
報
記
』

で
は
「
口
に
す
る
こ
と
啼
声
に
似
、
四
方
に
馳
走
す
る
」
と
あ
る
の
が
、

『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、「
足
を
践
み
間あ
い
だむ

こ
と
无
し
。
畠
の
内
を
走
り

廻
り
て
、
叫
び
哭
き
て
曰
は
く
、「
熱
き
か
な
。
熱
き
か
な
」
と
い
ふ
」

と
あ
る
。
助
け
出
さ
れ
る
場
面
で
も
、『
冥
報
記
』
で
は
、「
父
村
を
出
づ

遙
か
ニ
児
ノ
走
る
を
見
テ
大
き
に
其
の
名
を
呼
ブ
コ
ト
一
声
な
り
。
便
ち

往
く
に
城
灰
忽
ち
見
え
不
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、

「
走
り
転ま
ろ

び
哭
き
叫
ぶ
人
を
見
て
、
山
よ
り
下
り
来
り
、
執
へ
て
引
く
に
、

拒
み
て
引
か
れ
ず
。
猶
し
強
ひ
て
追
ひ
捉
へ
、
乃
ち
籬
の
外
よ
り
牽
き
て

出
す
」
と
あ
り
、
狂
乱
す
る
若
者
を
押
さ
え
つ
け
な
が
ら
引
き
ず
り
出
し

て
い
く
様
子
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。『
冥
報
記
』
に
比
べ
て
も
『
日

本
霊
異
記
』
の
方
が
登
場
人
物
の
姿
態
に
関
す
る
叙
述
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
人
物
の
姿
態
に
対
す
る
詳
細
な
描
写
は
、
本
話
の
み
の
特

徴
で
は
な
く
、
他
の
『
日
本
霊
異
記
』
中
の
説
話
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

以
前
拙
論
に
て
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。
本
話
も
、『
日
本
霊
異
記
』

の
他
の
説
話
に
見
ら
れ
る
「
詳
細
な
姿
態
動
作
の
表
現
」
と
い
う
特
徴
を

具
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、『
日
本
霊
異
記
』
の
よ
う
に
、
若
者
が
最
後
に
救
済
さ
れ
な
い
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展
開
で
あ
る
と
、『
冥
報
記
』
に
お
け
る
父
親
の
役
割
が
割
愛
さ
れ
て
も

不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
こ
に
は
悪
行
に
対
す
る
応
報
の

厳
し
さ
を
示
す
『
日
本
霊
異
記
』
編
者
景
戒
の
冷
徹
な
姿
勢
を
み
て
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
方
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
地
名
の
明
記
に

つ
い
て
で
あ
る
。「
和
泉
国
和
泉
郡
下
痛
脚
村
」
は
、
現
在
の
泉
大
津
市

豊
中
町
付
近
と
さ
れ
、
こ
こ
に
は
「
穴
師
（
あ
な
し
）
神
社
」
が
鎮
座
し

て
い
る
。「
下
痛
脚
」
は
「
し
も
あ
な
し
」
と
読
み
、「
穴
師
」
の
「
あ
な

し
」
と
発
音
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
話
が
地
名
起
源
譚
を
含
ん
で

い
る
と
さ
れ
る（

（2
（

。
起
源
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
関
連
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、

地
名
と
本
話
の
内
容
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
本
話
の
事
実
性
が
増
す
と
も

い
え
る
。
さ
ら
に
、
登
場
す
る
「
山
直
の
里
」
は
、『
和
名
抄
』
に
も
そ

の
名
の
見
え
る
郷
で
、
泉
大
津
市
に
隣
接
す
る
岸
和
田
市
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
郷
で
あ
る
。
古
典
文
学
全
集
『
日
本
霊
異
記
』
頭
注
に
は
、「
下
痛

脚
よ
り
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
所
」
と
あ
る
。『
角
川
日
本
地
名

大
辞
典
』
で
は
、「
山
直
郷
」
は
現
在
の
岸
和
田
市
の
内
畑
町
・
積
川
町
・

稲
葉
町
・
山
直
中
町
・
包
近
町
・
三
田
町
・
摩
湯
町
・
新
在
家
町
・
田
治

米
町
・
尾
生
町
な
ど
の
一
帯
と
あ
り
、
泉
大
津
市
豊
中
町
か
ら
近
い
と
こ

ろ
で
は
一
里
ほ
ど
の
所
に
も
な
る
。
ま
た
、「
山
直
郷
」
は
牛
滝
川
中
流

の
丘
陵
部
お
よ
び
谷
地
部
に
位
置
す
る
郷
で
あ
り
、「
時
に
当
の
村
の
人

有
り
。
山
に
入
り
て
薪
を
拾
ふ
」
と
あ
る
叙
述
は
、
土
地
柄
を
把
握
し
た

上
で
本
話
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
土
地

を
把
握
し
て
い
た
の
が
編
者
景
戒
な
の
か
、
も
し
く
は
別
の
人
物
な
の
か

は
推
測
の
域
を
で
な
い
。
と
い
う
の
も
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
元
興
寺

の
僧
が
播
磨
国
の
寺
で
夏
安
居
し
て
い
た
話
（
上
十
一
）、
薬
師
寺
の
僧

が
紀
伊
国
の
寺
で
悔
過
を
行
っ
た
話
（
中
十
一
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
南
都

の
官
寺
の
僧
が
近
隣
の
国
々
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
土
地
を

把
握
し
て
い
た
者
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が
推
測
で
き
る
。
た
だ
こ

の
よ
う
な
地
名
と
関
連
付
け
た
説
話
内
容
は
、「
天
平
勝
宝
六
年
甲
午
春

三
月
」
と
年
月
を
明
記
す
る
こ
と
で
説
話
が
実
話
で
あ
る
と
読
み
手
に
感

じ
さ
せ
る
編
者
の
手
法
と
も
通
底
す
る
と
い
え
る
。

四　
『
日
本
霊
異
記
』
下
第
十
三
と
『
冥
報
記
』
上
巻
第
八

　

続
い
て
、『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
「
法
花
経
を
写
さ
む
と
し
て
願
を
建

て
し
人
の
、
断
え
て
暗
き
穴
に
内
り
、
願
力
に
頼
り
て
、
命
を
全
く
す
る

こ
と
得
し
縁　

第
十
三
」
と
、『
冥
報
記
』
上
巻
第
八
話
「
東
魏
末
の
鄴

州
の
抗
夫
」
の
説
話
を
み
て
み
よ
う
。

　

先
行
す
る
『
冥
報
記
』
の
説
話
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①�

西
山
に
あ
る
鉱
山
で
採
掘
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
入
り
口
が
崩
れ
一
人
の
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男
が
中
に
取
り
残
さ
れ
る
。

②�
穴
の
中
に
は
か
す
か
に
光
が
入
る
ほ
ど
の
隙
間
が
あ
り
、
男
は
一
心
に

仏
を
念
じ
た
。

③
閉
じ
込
め
ら
れ
た
男
の
父
親
が
、
寺
に
詣
で
て
供
養
を
願
っ
た
。

④�

そ
の
日
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
穴
の
中
に
一
人
の
沙
門
が
現
れ
、
一
鉢
の

飯
を
男
に
授
け
た
。

⑤
そ
れ
を
食
す
る
と
飢
え
る
こ
と
な
く
十
余
年
が
過
ぎ
る

⑥�

宮
殿
を
作
る
た
め
に
石
を
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
生
き
て
い
る
人
を
見
つ

け
父
母
の
元
に
返
す
。

⑦
父
母
は
驚
き
練
行
し
た
。

　

一
方
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
の
構
成
は
、

Ⅰ�

帝
姫
阿
倍
天
皇
の
御
代
、
美
作
国
英
多
郡
に
あ
る
鉱
山
で
採
掘
し
て
い

た
と
こ
ろ
、穴
の
入
り
口
が
崩
れ
一
人
の
男
が
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。

Ⅱ�

妻
子
は
嘆
き
悲
し
み
観
音
の
像
を
図
絵
し
経
を
写
し
て
、
七
日
間
の
追

贈
し
た
。

Ⅲ�

閉
じ
込
め
ら
れ
た
男
は
、
命
を
救
っ
て
も
ら
っ
た
な
ら
ば
法
華
経
を
書

写
す
る
大
願
を
立
て
る
。

Ⅳ�

穴
の
入
り
口
付
近
に
日
の
光
が
差
し
、
そ
の
隙
間
か
ら
一
人
の
沙
弥
が

鉢
に
食
糧
を
入
れ
て
現
れ
る
。

Ⅴ�

食
料
を
与
え
な
が
ら
、
そ
れ
が
男
の
妻
子
が
自
分
に
供
え
た
も
の
で
あ

る
と
話
す
。

Ⅵ�

沙
弥
が
去
っ
た
後
、
頂
き
の
土
が
落
ち
日
の
光
が
及
び
、
葛
を
取
り
に

山
に
入
っ
た
山
人
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
。

Ⅶ
男
は
親
の
家
に
届
け
ら
れ
る
。

と
な
る
。構
成
の
上
で
は
二
番
目
と
三
番
目
の
展
開
が
逆
な
だ
け
で
あ
る
。

　

場
所
が
中
国
で
あ
っ
て
も
日
本
で
あ
っ
て
も
、
鉱
山
で
働
い
て
い
た
時

に
落
盤
に
よ
り
閉
じ
込
め
ら
れ
者
が
、
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
現
に
あ
っ
た
よ
う
な
話
で
あ
る
。
た
だ
し
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
所
に

か
す
か
な
光
が
入
る
ほ
ど
の
穴
が
あ
っ
た
点
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
者
が
仏

に
祈
る
と
と
も
に
そ
の
家
族
が
供
養
す
る
点
、
家
族
の
供
養
に
よ
っ
て
閉

塞
さ
れ
た
空
間
に
僧
が
現
れ
食
物
を
与
え
る
点
な
ど
共
通
の
モ
チ
ー
フ
も

多
い
。
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

春
日
和
男
氏
は
、「
霊
異
記
だ
け
で
は
先
行
文
献
の
影
響
を
感
じ
な
い

程
で
あ
る
。
つ
ま
り
シ
ナ
の
説
話
と
わ
が
国
の
説
話
乃
至
は
事
実
談
と
兼

ね
合
わ
せ
る
手
法
は
ま
こ
と
に
見
事
で
あ
っ
て
、
近
世
に
お
け
る
上
田
秋

成
の
雨
月
物
語
に
お
け
る
翻
案
乃
至
は
作
為
を
思
い
合
わ
さ
せ
る
も
の
さ

え
持
っ
て
い
る（

（2
（

」
と
述
べ
、
中
国
の
説
話
が
翻
案
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
翻
案
し
た
人
に
つ
い
て
、
露
木
悟
義
氏
は
、
霊
異
記
の
説
話
を
冥

報
記
の
世
界
を
離
れ
て
、
本
朝
の
説
話
と
し
て
成
熟
し
て
い
る
と
し
、
冥
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報
記
の
説
話
が
僧
に
よ
っ
て
語
り
つ
が
れ
た（

（2
（

と
指
摘
し
、
高
橋
貢
氏
も
同

様
に
、
説
話
を
伝
承
し
た
人
を
想
定（

（2
（

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
益
田

勝
実
氏
は
「
か
つ
て
、
佐
藤
謙
三
氏
は
、『
冥
報
記
』
な
ど
か
ら
相
当
に

影
響
を
受
け
、、「
二
三
の
翻
案
を
試
み
た
ら
し
い
跡
が
見
え
る
、」
と
い
っ

た
が
、
こ
れ
な
ど
は
ま
さ
に
そ
の
適
例
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
た

や
す
く
翻
案
と
い
え
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
実
際
に
美
作
で
中
国
の
場
合

同
様
の
落
盤
事
件
が
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
僧
た

ち
の
口
で
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
『
冥
報
記
』
に
親
し
ん
だ
景
戒
の
筆
に
か

か
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
仕
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い（

（2
（

」
と
、
景

戒
に
よ
る
翻
案
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
伝
承
し
た
で
あ
ろ
う
人
々
、
ま

た
は
『
日
本
霊
異
記
』
編
者
の
景
戒
自
身
に
つ
い
て
は
、
茫
漠
と
し
て
い

て
そ
の
像
が
明
確
で
な
い
た
め
、
こ
の
説
話
か
ら
だ
け
で
は
翻
案
し
た
者

を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、『
冥
報
記
』
上
巻
「
東
魏
末
の
鄴
州
の
抗
夫
」
の
本
文
を
挙
げ

て
み
る
。

　

東
魏
末
鄴
下
人
共
入
西
山
採
銀
出
穴
未
畢
而
穴
崩
。
有
一
人
在
後

為
石
塞
門
不
得
出
。而
无
傷
損
。其
穴
崩
処
有
小
穴
不
合
微
見
日
光
。

此
人
自
念
終
无
出
理
乃
一
心
念
仏
。
其
父
聞
子
已
圧
无
処
求
屍
。
家

又
貧
窶
无
以
追
福
。
乃
持
麁
飲
一
鉢
往
詣
僧
寺
請
一
人
斉
。
衆
僧
逐

豊
厚
莫
肯
為
食
。
父
持
鉢
飯
大
哭
。
有
一
僧
愍
之
受
請
食
訖
為
呪
願

因
別
去
。
是
日
中
時
其
子
在
穴
中
忽
於
小
穴
助
処
見
一
沙
門
従
穴
中

入
来
持
一
鉢
飯
以
授
此
人
食
訖
便
不
復
飢
。唯
端
坐
正
念
経
十
餘
年
。

斉
文
皇
帝
即
位
於
西
山
造
涼
殿
。
匠
工
除
此
崩
石
乃
見
穴
中
人
尚
活

出
之
与
帰
。父
母
驚
喜
遂
闔
門
練
行
。〈
雍
洲
司
馬
盧
丞
業
為
臨
説
云
〉

〈
是
著
作
郎
鄧
隆
所
伝
也
〉

　

本
話
は
、
男
に
何
ら
か
の
原
因
が
あ
り
十
余
年
間
穴
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
と
い
う
因
果
や
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
男
の
家
族
が
僧
に
供
養
し
て

も
ら
っ
た
因
縁
で
、
救
出
さ
れ
た
と
い
う
因
果
を
示
す
話
で
は
な
い
。
十

数
年
間
と
い
う
時
間
を
、
地
中
に
お
い
て
生
き
な
が
ら
え
た
と
い
う
怪
奇

を
示
す
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
数
年
間
地
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
生

き
な
が
ら
え
た
と
い
う
話
は
、『
冥
報
記
』以
前
に
も
見
ら
れ
る
話
で
あ
る
。

『
捜
神
記
』
に
は
、「
誤
っ
て
墓
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
女
中
が
、
十

年
後
そ
の
墓
に
合
葬
し
よ
う
と
墓
を
開
け
る
と
、
女
中
が
十
年
前
の
姿
と

変
わ
ら
ず
に
生
き
て
い
た（

（2
（

」
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
同
様
の
説
話
は
『
捜

神
後
記
』
に
も
あ
り
、
こ
ち
ら
の
話
は
、
孔
氏
『
志
怪
』
や
隋
の
時
代
の

『
五
行
記
』
に
も
享
受（

（2
（

さ
れ
て
い
る
。
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
間
が
十
年
も

生
き
な
が
ら
え
た
と
い
う
怪
奇
性
に
、
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
話
に
は
仏
教
的
な
要
素
は
な
い
。

　

本
話
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
奇
的
面
の
他
に
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
指
摘
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で
き
る
。
一
つ
は
、
益
田
氏
も
指
摘（

（2
（

さ
れ
て
い
る
父
親
に
関
す
る
叙
述
で

あ
る
。
子
の
死
に
際
し
、
屍
を
求
め
よ
う
に
も
求
め
る
す
べ
も
な
く
、
追

福
し
よ
う
に
も
家
が
貧
し
く
で
き
ず
、
せ
め
て
僧
に
食
を
施
す
と
い
う
善

事
を
な
す
こ
と
で
、
呪
願
を
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
粗
末

な
食
事
に
僧
は
見
向
き
も
し
な
い
。「
父
鉢
飯
を
持
ち
て
大
き
に
哭
く
」

と
あ
る
。
こ
の
父
親
の
嘆
き
は
、
僧
に
自
分
の
行
為
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
子
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
の
で
き
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
の
嘆
き
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
話
と
同
様
に
子
を
救
済

し
よ
う
と
す
る
親
の
悲
痛
な
思
い
を
叙
述
し
た
説
話
は
、『
冥
報
記
』
に

は
他
に
も
み
え
る
。
下
五
で
あ
る
。

　

隋
の
末
代
に
狩
猟
を
好
ん
だ
驃
騎
将
軍
だ
っ
た
男
に
一
人
の
女
の

子
が
生
ま
れ
た
。
美
し
い
こ
と
絵
に
描
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
七
歳

の
時
突
然
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
少
女
の
兄
た
ち
が
探
し

回
っ
た
と
こ
ろ
、
家
か
ら
遠
く
離
れ
た
棘
の
中
に
い
た
。
兄
た
ち
が

抱
き
か
か
え
よ
う
と
す
る
と
逃
げ
回
る
。
や
っ
と
の
こ
と
で
捕
ま
え

て
み
る
と
、
言
葉
を
話
さ
ず
兎
が
啼
く
よ
う
な
声
を
発
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
身
体
中
と
げ
が
刺
さ
っ
て
い
た
。「
母
為
に

之
を
挑
ク
ジ
リ
テ

刺む
は
ら

ヲ
得
タ
ル
こ
と
掬き
く

な
り
」
と
あ
る
。
母
が
娘
の
体
か
ら

取
っ
た
と
げ
は
両
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
そ
の

娘
は
食
事
を
取
る
こ
と
な
く
、
亡
く
な
っ
た
。

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
父
の
殺
生
と
い
う
悪
行
が
子
に
報
い
た
と
い
う
話

で
は
あ
る
が
、
一
番
悲
痛
な
思
い
を
す
る
の
は
娘
の
母
で
あ
ろ
う
。「
挑

刺
ヲ
得
タ
ル
こ
と
掬
な
り
」
と
い
う
叙
述
は
、
娘
の
傷
の
多
さ
を
示
す
と

と
も
に
、
母
親
の
悲
し
み
を
強
調
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
も
、
子
に
対
す
る
親
の
愛
憐
の
情
を
、
状
況
描
写
か
ら
表
現
し

た
叙
述
と
い
え
ま
い
か
。
こ
れ
ら
の
説
話
も
先
の
『
冥
報
記
』
下
八
の
説

話
と
同
じ
、
子
を
思
う
親
の
情
が
伝
わ
る
説
話
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

本
説
話
の
特
徴
の
二
つ
め
と
し
て
、
先
の
「
冀
洲
外
邑
の
小
児
」
の
説

話
や
、
在
家
信
者
を
扱
う
他
の
説
話
に
比
べ
て
も
、
仏
教
に
お
け
る
所
行

が
随
所
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
自
ら
念
ふ
に
終
ひ

に
出
る
理
无
し
。
乃
ち
一
心
に
仏
を
念
ず
」
と
あ
る
。
重
要
な
修
行
法
の

一
つ
で
あ
る
「
念
仏
」
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
る
が
、『
冥
報
記
』
に
は
、

「
仏
を
念
う
」
と
い
う
意
味
で
の
「
念
～
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
説
話

は
本
話
以
外
に
六
話
あ
る
。

上
一　
　

�

初
其
母
无
子　

久
以
為
憂
。
有
沙
門
遇
之　

勧
念
観
世
音
菩

薩
。

中
五　
　

忽
聞
雷
電
。
高
性
畏
雷　

因
正
念
等
身
仏
像
。

中
六　
　

文
厲
自
謂
必
死
。
无
生
望　

乃
専
心
念
観
世
音
菩
薩
。

中
八　
　

我
為
汝
将
痛
去　

汝
当
復
還
家
念
仏
修
善
。

中
十　
　

聞
有
人　

言
但
念
仏　

必
不
死
也
。
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中
十
二　

弁
憂
懼
専
心
念
仏
。

　

上
一
・
中
八
・
中
十
は
「
念
仏
」
に
よ
っ
て
招
福
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
、
本
話
も
含
め
て
他
の
説
話
は
除
災
を
期
待
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

と
も
に
在
家
信
者
の
行
為
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
、「
家
も
又
貧
窶
に
し
て
以
て
追
福
す
る
こ
と
无
し
。
乃
ち
麁
飲

一
鉢
を
持
ち
て
往
き
て
僧
寺
に
詣
り
一
人
を
請
じ
て
斎
せ
ん
と
す
」
を
み

て
み
る
。「
追
福
」
と
は
「
追
善
」
と
同
じ
で
、「
死
者
の
冥
福
の
た
め
に
、

死
者
に
ゆ
か
り
の
あ
る
生
存
者
が
あ
と
か
ら
追
っ
て
善
事
を
実
践
す
る
こ

と（
（2
（

」
の
意
で
あ
る
。『
冥
報
記
』
に
は
、
十
一
話
に
も
上
る
説
話
に
み
ら

れ
る
語
で
あ
る
。
本
話
以
外
の
も
の
を
次
に
挙
げ
て
み
る
。

上
九　
　

謂
以
死
為
追
福
造
塼
浮
図
。

中
十
五　

思
一
既
死
。
家
人
請
玄
通
読
経
追
福
。

下
三　
　

於
是
文
帝
勅
天
下
人
出
一
銭
為
追
福
焉
。

下
四　
　

家
中
果
以
其
日
設
会
。
於
是
傾
家
追
福
合
門
練
行
。

下
七　
　

因
請
為
諸
鳥
追
福
許
之
皆
去
。

下
十
二　

安
仁
於
是
為
驢
追
福
。

下
十
四　

県
官
教
為
羊
追
福

下
十
七　

曽
叩
頭
謝
罪　

請
為
追
福
。

下
十
九　

我
更
令
汝
帰　

七
日
可
勤
追
福
。

下
二
十　

放
為
汝
追
福
豈
不
善
哉
。

　

上
九
は
本
話
同
様
子
供
が
死
ん
だ
と
思
っ
た
親
が
、「
浮
図
（
仏
塔
）」

を
造
っ
て
追
福
を
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
中
十
五
は
、
思
一
と
い
う

者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
家
族
が
玄
通
と
い
う
僧
を
請
じ
て
経
を
読
ま
せ
追

福
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
下
三
は
、
蘇
生
し
た
人
が
周
の
武
帝
が
死

後
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
隋
の
文
帝
に
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
文
帝
が
人

ご
と
に
一
銭
を
出
さ
せ
武
帝
を
追
福
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。下
四
は
、

主
人
が
亡
く
な
り
殉
死
さ
せ
ら
れ
た
奴
が
蘇
生
し
、
主
人
の
死
後
の
様
子

を
語
る
こ
と
で
、
主
人
の
家
族
が
追
福
し
た
と
い
う
内
容
。
下
七
は
、
自

分
が
鷹
狩
り
で
殺
し
た
諸
鳥
の
た
め
に
追
福
す
る
と
い
う
内
容
。
下
十
二

は
、
殺
さ
れ
た
驢
の
訴
え
で
閻
魔
庁
に
召
さ
れ
た
安
仁
が
蘇
生
後
、
驢
の

た
め
に
追
福
し
た
と
い
う
内
容
。
下
十
四
は
、
羊
の
舌
を
抜
い
て
殺
し
た

潘
果
の
舌
も
な
く
な
っ
た
の
見
て
、
県
官
が
羊
の
為
に
追
福
さ
せ
た
と
こ

ろ
舌
が
戻
っ
た
と
い
う
内
容
。
下
十
七
は
、
庚
抱
と
い
う
者
が
、
自
分
を

密
告
し
て
死
に
至
ら
し
め
た
曽
の
前
に
現
れ
、
報
復
す
る
こ
と
を
告
げ
た

と
こ
ろ
曽
が
謝
罪
し
て
追
福
す
る
こ
と
を
願
っ
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
内
容
。
下
十
九
は
、
突
然
亡
く
な
っ
た
孔
恪
が
冥
界
で
、
自
分
の

た
め
に
行
っ
た
縁
者
に
よ
る
殺
生
の
罪
を
問
わ
れ
た
も
の
の
、
善
行
の
あ

る
こ
と
か
ら
蘇
生
を
許
さ
れ
七
日
間
の
追
福
を
申
し
渡
さ
れ
た
と
い
内

容
。
下
二
十
は
、
李
寿
の
病
中
の
夢
に
自
分
が
殺
し
た
犬
が
現
れ
、
恨
み

言
を
言
っ
た
こ
と
に
よ
り
犬
の
為
に
追
福
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
冥
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報
記
』
で
は
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
と
は
い
え
、
追
福
の
対
象
は
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
羊
や
鳥
や
犬
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
か
ら
、

追
福
と
い
う
行
事
が
、
当
時
の
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

た
だ
し
、
本
話
で
は
、
家
が
貧
し
く
、
追
福
し
息
子
の
冥
福
を
祈
る
よ
う

な
法
会
が
設
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
父
親
は
、
僧
に
斎
食
を
施
す
と
い
う

善
事
を
行
い
、
息
子
の
追
福
に
代
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、「
麁
飲
（
高

山
寺
本
冥
報
記
で
は
「
麁
飯
」）
─
粗
末
な
食
事
─
」
で
あ
る
た
め
に
、

僧
は
誰
も
受
け
な
い
。一
人
の
僧
が
哀
れ
み
、食
事
を
受
け
呪
願
し
て
去
っ

た
。「
呪
願
」
と
は
、「
食
事
ま
た
は
法
会
の
時
、
導
師
が
施
主
の
願
意
を

述
べ
、
成
就
を
祈
る
こ
と（

（2
（

」
で
あ
る
。
父
親
は
ど
う
に
か
追
福
の
形
を
と

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
は
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
男
の
所
行
で
あ
る
。「
唯
だ
端
坐
正
念
し
て
、

十
餘
を
経
た
り
」
と
あ
る
。「
端
坐
」
と
は
「
姿
勢
を
と
と
の
え
て
、
正

し
く
坐
禅
す
る
こ
と（

（3
（

」、「
正
念
」
と
は
「
邪
念
を
離
れ
て
仏
道
を
思
い
念

ず
る
こ
と（

（3
（

」
の
意
で
あ
る
「
端
坐
」
に
関
連
し
た
語
は
、『
冥
報
記
』
の

他
の
説
話
に
も
見
ら
れ
る
。

上
一　

常
与
徒
衆　

在
堂
中
坐
禅
。

上
二　

隋
大
業
中
因
坐
禅
修
道　

定
遂
七
日
不
動
。

上
三　

僧
徹
専
以
歓
勧
善
為
務
而
自
修
禅
業
。

上
六　

少
修
禅
行　

以
練
心
為
本
不
慎
威
儀
。

中
一　

僧
至
夜
端
坐
誦
経
。

こ
れ
ら
の
五
話
は
す
べ
て
僧
の
行
為
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
行

為
を
、
本
話
で
は
貧
し
い
男
の
所
行
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
助
け
ら
れ
た
男
が
家
に
戻
る
と
「
父
母
驚
き
喜
び
遂

に
門
を
闔
じ
て
練
行
す
」
と
あ
る
。「
練
行
」
と
は
「
行
法
を
修
練
す
る

こ
と（

（3
（

」
の
意
で
、
こ
の
語
も
『
冥
報
記
』
の
数
話
に
み
ら
れ
る
。

下
四　

家
中
果
以
其
日
設
会
。
於
是
傾
家
追
福
合
門
練
行
。

下
五　

父
母
悲
痛
合
家　

斎
戒
練
行
。

下
八　

邑
人
男
女
大
小
持
戒
練
行
。

本
話
を
含
め
、
四
話
と
も
話
の
締
め
く
く
り
の
叙
述
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。 

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
話
は
仏
教
に
関
わ
る
所
行
の
数
々
が
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
仏
教
的
所
行
に
よ
っ
て
、
男
が
直
ち
に
救

済
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
救
済
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
親
の
愛
憐
の
情
と
十
余
年
間
穴
の
中
で
生
き
続
け
た
怪
奇
性
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

次
に
、『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
十
三
の
説
話
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

美
作
国
英
多
郡
部
内
、
有
官
取
鉄
之
山
、
帝
姫
阿
倍
天
皇
御
代
、

其
国
司
召
発
役
夫
十
人
、
令
入
鉄
山
入
穴
堀
取
鉄
。
時
山
穴
口
、
忽
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然
崩
塞
動
。
役
夫
驚
恐
、
従
穴
競
出
、
九
人
僅
出
。
一
人
有
後
出
。

彼
穴
口
塞
合
留
。
国
司
上
下
。
思
之
所
圧
而
死
故
、
惆
悵
之
、
妻
子

哭
愁
、
図
絵
観
音
像
、
写
経
追
贈
福
力
、
而
逕
七
日
已
訖
。
于
時
独

居
穴
裏
念
、「
吾
先
日
願
奉
写
法
花
大
乗
、
而
未
写
断
。
我
命
全
給
、

我
必
奉
果
」。
居
于
闇
穴
、
而
惆
悵
之
。
自
生
長
時
、
至
于
今
日
、

無
過
此
哀
。
彼
穴
戸
隙
、
指
刺
許
開
、
日
光
被
至
。
故
有
一
沙
弥
、

自
隙
入
来
、
鉢

饌
食
、
以
与
之
語
、「
汝
之
妻
子
、
供
我
飲
食
、

雇
吾
勧
救
。
汝
復
哭
愁
故
、
我
来
之
」。
自
隙
出
去
。
去
後
不
久
、

当
乎
居
頂
、
而
穴
開
通
、
日
光
照
被
及
也
。
穴
開
通
、
広
方
二
尺
余
、

高
五
丈
許
。
于
時
卅
余
人
、
取
葛
入
山
、
自
穴
辺
往
。
穴
底
人
、
見

人
影
叫
言
、「
取
我
手
」
云
。
山
人
側
聞
、
如
蚊
音
。
即
聞
怪
之
、

取
葛
繋
石
、
下
底
而
誡
。
底
人
取
引
、
明
知
人
也
。
結
葛
為
繩
、
編

葛
為
籠
、
以
四
葛
繩
繋
籠
四
角
、
機
立
穴
門
、
漸
下
穴
底
、
底
人
乗

籠
、
以
機
牽
上
、
持
送
親
家
。
親
属
見
之
、
哀
喜
無
比
。
国
司
問
云
、

「
汝
作
何
善
」。
答
曰
如
上
。
国
司
聞
之
大
悲
、
引
率
知
識
、
相
助

造
法
花
経
、
供
養
已
畢
。
是
乃
法
花
経
神
力
、
観
音
贔
屭
。
更
莫
疑

之
矣
。

　

以
前
拙
論（

（3
（

に
お
い
て
、
本
話
を
取
り
上
げ
た
際
も
、「
其
の
国
の
司
、

役
夫
十
人
を
召
し
発あ

げ
て
、
鉄
山
に
入
れ
、
穴
に
入
れ
て
鉄
を
掘
り
取
ら

し
め
き
」、「
国
の
司
上
下
、
圧お
さ

れ
て
死
に
た
り
と
思
ふ
が
故
に
、
惆う
れ

へ
悵か
な

し
ぶ
」、「
国
の
司
問
ひ
て
云
は
く
「
汝
、
何
な
る
善
を
か
作な

せ
る
」
と
い

ふ
」、「
国
の
司
之
を
聞
き
て
大
き
に
悲あ
は
れび

、
知
識
を
引ひ

率き

ゐ
て
、
相
助
け

て
法
花
経
を
造
り
、
供
養
す
る
こ
と
已
に
畢
り
ぬ
」
の
叙
述
か
ら
、「
国

の
司
」
が
関
わ
る
内
容
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
論
で
は
そ
れ
ら
に

加
え
も
う
一
つ
、「
国
の
司
」
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
指
摘

し
た
い
。
そ
れ
は
、「
時
に
三
十
余
人
、
葛
を
取
り
て
山
に
入
り
、
穴
の

辺
よ
り
往
く
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
三
十
余
人
の
人
が
一
度
に
山
に
入

り
葛
を
採
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
ま
た
ま
個
々
が
集
ま
っ
た
と
い
う
よ
り

も
集
団
を
動
か
す
力
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
「
主
計
上
」
で
あ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
の
時
代
か
ら
は
下
る
史
料
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
あ

る
。

　
　
　
　

美
作
國
行
程
上
七
日
。
下
四
日
。

調
。
白
絹
十
疋
。
緋
帛
廿
五
疋
。
緋
絲
卅
絇
。
綠
絲
。
縹
絲
。
皂
絲

各
五
絇
。
黄
絲
。
橡
絲
各
廿
絇
。
練
絲
二
百
絇
。
自
餘
輸
二

絹
。
鍬
。

鐵
一

。
庸
。
白
木
韓
櫃
九
合
。
自
餘
輸
二

綿
。
米
一

。

中
男
作
物
。
茜
。
苫
。
黒
葛
。
搗
栗
子
。
胡
麻
油
。
槾
椒
油（

（3
（

。

　

こ
こ
で
は
、「
調
」と
し
て
繊
維
品
や
鉄
製
品
が
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

中
男
作
物
の
一
つ
と
し
て
「
黒
葛
（
つ
づ
ら
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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な
お
、
平
城
京
跡
左
京
三
条
二
坊
か
ら
「
英
多
郡
吉
野
郷
黒
葛
十
斤
」
と

書
か
れ
た
荷
札
木
簡
が
出
土
さ
れ
て
い
る（

（3
（

こ
と
か
ら
、「
黒
葛
」
の
貢
進

は
称
徳
天
皇
の
御
代
ま
で
は
遡
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
話
は
「
国
の
司
」
の
命
に
よ
っ
て
鉱
夫

と
し
て
雑
役
に
徴
発
さ
れ
た
男
が
、
鉱
山
に
閉
じ
込
め
ら
れ
「
法
華
経
」

書
写
の
大
願
を
立
て
る
こ
と
で
、
美
作
国
が
貢
進
す
る
「
葛
」
を
取
り
に

来
た
人
々
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、「
国
の
司
」
の
助
け
も
あ
り
「
法
華
経
」

を
書
写
で
き
た
、
と
い
う
展
開
の
話
に
な
る
。「
国
の
司
」
姓
名
は
叙
述

さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
感
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
説
話
で
あ
り
、
美

作
国
の
調
に
詳
し
い
者
が
本
話
の
成
立
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
平
城
京
に
お
け
る
荷
札
木
簡
の
存
在
を
踏
ま
え
る
と
、
そ

れ
が
編
者
景
戒
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
在
地
の
者
で
あ
る
の
か
を
判
断

す
る
の
は
難
し
い
。

　

こ
の
、「
国
の
司
」
を
中
心
と
し
た
展
開
の
中
で
、
妻
子
に
よ
る
「
観

音
像
の
図
絵
」
と
「
写
経
」
に
よ
る
追
善
供
養
、
そ
し
て
閉
じ
込
め
ら
れ

た
男
の
「
法
華
経
」
書
写
の
大
願
と
い
う
仏
教
的
所
行
が
加
え
ら
れ
る
。

供
養
の
た
め
に
「
造
仏
写
経
」
を
行
う
と
い
う
説
話
は
、『
日
本
霊
異
記
』

に
は
、
本
話
の
他
に
二
話
（
上
三
十
・
下
十
六
）
あ
る
。「
法
華
経
写
経
」

と
い
う
説
話
は
四
話
（
中
十
五
・
下
九
・
下
三
十
五
・
下
三
十
七
）
あ
る
。

た
だ
し
、
上
巻
三
十
三
に
「
夫
の
死
な
む
と
す
る
日
に
、
斯
の
仏
の
み
像

を
造
り
奉
ら
む
と
願
ひ
し
に
、
貧
し
き
に
縁
り
て
遂
げ
ず
」
と
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
供
養
を
行
う
に
は
、
そ
れ
な
り
の
経
済
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
除
災
の
た
め
の
所
行
と
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』

に
は
観
音
を
念
ず
る
こ
と
や
誦
経
を
行
う
と
い
う
説
話
が
多
い
が
、
法
華

経
書
写
の
大
願
に
よ
っ
て
災
い
を
除
く
と
い
う
説
話
は
本
話
だ
け
で
あ

る
。
加
え
て
、
本
話
は
写
経
と
い
う
行
為
が
妻
子
と
本
人
と
二
度
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
話
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
所
行
に
よ
っ
て
男
は
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。『
冥
報
記
』
の

説
話
に
対
し
て
平
板
な
展
開
で
は
あ
る
が
、
信
仰
に
よ
る
救
済
と
い
う
こ

と
が
、
明
白
に
読
み
取
れ
る
展
開
で
あ
る
。

　

次
に
叙
述
の
面
か
ら
み
て
み
よ
う
。

彼
穴
戸
隙
、
指
刺
許
開
、
日
光
被
至
。
故
有
一
沙
弥
、
自
隙
入
来
、

鉢

饌
食
、

と
い
う
『
日
本
霊
異
記
』
の
叙
述
と
、『
冥
報
記
』
の

其
子
在
穴
中
。
忽
於
小
穴
助
処
見
一
沙
門
。
従
穴
中
入
来
。
持
一
鉢

飯
。

と
い
う
叙
述
は
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
日
本
霊
異
記
』で
は
続
い
て「
汝

の
妻
子
、
我
に
飲
食
を
供
へ
、
吾
を
雇
ヒ
テ
勧
め
救
は
し
む
」
と
あ
る
の

で
、
こ
の
沙
弥
が
観
音
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
観
音
が
沙
弥
と

い
う
僧
形
で
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
冥
報
記
』
の
説
話
に
引
き
寄
せ
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ら
れ
た
叙
述
と
い
え
ま
い
か
。

　

ま
た
、
男
が
穴
の
中
か
ら
救
済
さ
れ
た
後
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は

持
送
親
家
。
親
属
見
之
、
哀
喜
無
比
。

と
あ
り
、『
冥
報
記
』
で
は

出
之
與
帰
。
父
母
驚
喜
。

と
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、
男
の
追
善
供
養
を
し
た
の
は
「
妻
子
」

で
あ
っ
た
の
に
、
救
わ
れ
て
連
れ
て
行
か
れ
る
の
が
「
親
の
家
」
で
、

「
親う
か
ら属

見
て
、
哀
び
喜
ぶ
る
こ
と
比
た
ぐ
ひ

無
し
」
と
あ
る
。
こ
こ
も
、『
冥
報
記
』

の
説
話
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
叙
述
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
の
よ
う
に
本

話
は
『
冥
報
記
』
と
異
な
る
展
開
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
『
冥

報
記
』
の
叙
述
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

　

一
方
で
、『
日
本
霊
異
記
』
の
他
の
説
話
で
も
指
摘
で
き
る
、「
詳
細
な

の
姿
態
動
作
の
表
現
」
も
み
ら
れ
る
。「
法
華
経
」
書
写
の
大
願
を
立
て

た
男
が
救
出
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
閉
じ
込
め
ら
れ
た
男
が
、
五
丈
ば
か

り
の
穴
の
底
か
ら
助
け
を
呼
ぶ
声
を
、「
山
人
側ホ
ノ
カニ
聞
く
に
、
蚊
の
音
の

如
し
」
と
叙
述
し
、
穴
の
底
に
人
が
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、「
葛

を
取
り
石
を
繋
ぎ
、
底
に
下
し
て
誡い
ま
しむ
。
底
の
人
取
り
て
引
く
。
明
か
に

人
な
り
と
知
り
ぬ
」
な
ど
の
叙
述
が
あ
る
。
し
か
も
、
底
の
男
を
救
い
上

げ
る
所
で
は
、

葛
を
結
ひ
て
繩
と
し
、
葛
を
編
ミ
て
籠
と
し
、
四
つ
の
葛
の
繩
を
以

て
籠
の
四
角
に
繋
ぎ
、
機
わ
か
つ
りを

穴
の
門
に
立
て
て
、
漸や
や

く
に
穴
の
底
に

下
す
。
底
の
人
籠
に
乗
り
て
、
機
を
牽
き
上
げ
、
持
ち
て
親
の
家
に

送
り
ぬ
。

と
あ
る
。
詳
細
な
人
々
の
様
子
や
状
況
を
写
実
的
に
叙
述
し
て
い
る
。
本

話
は
、『
三
宝
絵
詞
』や『
法
華
験
記
』そ
の
他
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

『
三
宝
絵
詞
』
で
は
、

葛
を
む
す
び
て
、
籠
を
つ
く
り
て
、
葛
を
な
ひ
て
、
繩
に
つ
け
て
お

と
し
い
れ
つ
。
底
の
ひ
と
の
り
ゐ
て
、
う
へ
の
人
ひ
き
あ
げ
つ
。
お

や
の
い
へ
に
ゐ
て
お
く
る（

（3
（

。

と
叙
述
し
、『
法
華
験
記
』
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
て
も
『
日

本
霊
異
記
』
の
説
話
か
ら
は
、
姿
態
や
状
態
を
詳
細
に
叙
述
し
よ
う
と
い

う
姿
勢
が
伺
え
る
。

五　

ま
と
め

　

今
回
、『
冥
報
記
』
の
二
つ
の
説
話
と
、
近
似
す
る
『
日
本
霊
異
記
』

の
説
話
を
比
較
し
て
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
類
似
す
る
説
話
を
繋
ぐ
他
の
文

献
が
存
在
し
な
い
こ
と
や
、編
者
景
戒
の
生
涯
が
未
詳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
冥
報
記
』
の
説
話
を
『
日
本
霊
異
記
』
が
受
容
し
た
過
程
に
言
及
す
る

の
は
難
し
い
。
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
は
、
所
収
さ
れ
る
文
献
が
持
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つ
特
徴
を
内
包
し
た
説
話
と
い
え
る
。

　
『
冥
報
記
』
の
二
話
は
と
も
に
叙
情
的
で
あ
り
、
子
を
思
う
親
の
姿
を

叙
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
動
を
覚
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
小
南
一

郎
氏
は
、「
六
朝
時
代
以
来
の
佛
教
説
話
集
が
、
佛
教
の
宣
傳
の
た
め
と

い
う
範
圍
を
出
て
、
一
つ
の
時
代
に
生
き
る
人
々
の
生
活
意
識
を
説
話
の

中
に
端
的
に
結
晶
化
し
た
と
こ
ろ
に
『
冥
報
記
』
の
文
學
的
な
價
値
と
文

學
史
的
な
意
味
と
が
存
在
し
て
い
る（

（3
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
取

り
上
げ
た
説
話
は
、
仏
教
の
教
義
を
説
く
こ
と
よ
り
も
、
親
の
子
に
対
す

る
愛
憐
の
情
を
訴
え
る
内
容
で
あ
り
、叙
情
性
豊
か
な
叙
述
と
い
え
よ
う
。

　

翻
っ
て
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
を
考
え
る
時
、『
日
本
霊
異
記
』
下

巻
第
三
十
八
に
見
え
る
景
戒
自
身
の
夢
の
話
に
思
い
が
及
ぶ
。

延
暦
の
七
年
の
戊
辰
の
春
の
三
月
十
七
日
乙
丑
の
夜
に
夢
に
見
る
。

景
戒
が
身
死
ぬ
る
時
に
、
薪
を
積
み
て
死
ぬ
る
身
を
焼
く
。
爰
に
景

戒
が
魂た
ま

神し
い

、
身
を
焼
く
辺ほ
と
りに
立
ち
て
見
れ
ば
、
意こ
こ
ろの
如
く
に
焼
け
ぬ

な
り
。
即
ち
自
ら
楉し
も
とを

取
り
、
焼
か
る
る
己
が
身
を

棠
キ
梚
カ
ナ
ふ
く
しに

串ク
ス
ぬキ

、
返
し
焼
く
。
先
に
焼
く
他
人
に
云
ひ
教
へ
て
言
は
く
、「
我

が
如
く
に
能
く
焼
け
」
と
い
ふ
。
己
が
身
の
脚あ
し

膝ひ
ざ

節ふ
し

の
骨
、
臂か
ひ
な・
頭
、

皆
焼
か
れ
断
れ
落
つ
。

　

こ
こ
に
は
、
夢
と
は
言
え
、
自
分
の
死
に
対
す
る
嘆
き
や
悲
し
み
は
な

い
。
た
だ
自
分
の
身
体
を
火
葬
し
、
焼
け
落
ち
て
い
く
様
子
が
体
の
部
位

に
渡
っ
て
、
一
つ
一
つ
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
『
日
本
霊

異
記
』
の
説
話
に
も
、
同
様
な
叙
述
姿
勢
が
伺
え
よ
う
。
中
巻
第
十
は
、

叙
事
性
を
重
ん
じ
る
姿
勢
が
、
下
巻
第
十
三
は
様
子
を
詳
細
に
叙
述
し
よ

う
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。「
自
土
の
奇
事
」
を
事
実
と
し
て
読
み
手
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
い
か
に
叙
述
す
る
か
に
編
者
景
戒
は
心
砕
い
た

の
で
は
な
い
か
。
説
話
に
対
し
て
叙
事
に
重
き
を
置
き
、
よ
り
詳
細
に
叙

述
す
る
こ
と
が
景
戒
の
方
法
で
あ
り
、
そ
こ
に
冷
徹
に
因
果
を
説
く
宗
教

家
景
戒
の
姿
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（１
）	

本
文
の
引
用
は
中
田
祝
夫
編
『
日
本
霊
異
記
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
第
六
巻
小

学
館
昭
和
六
十
年
二
月
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ

（
２
）	

佐
藤
謙
三
編
『
校
本
日
本
霊
異
記
』
解
説
（
明
世
堂
書
店
昭
和
十
八
年
）
十
七
頁

（
３
）	

本
文
の
引
用
並
び
に
説
話
番
号
は
、
説
話
研
究
会
編
『
冥
報
記
の
研
究
』
第
一
巻

（
底
本
は
前
田
家
尊
経
閣
長
治
二
年
写
本　

勉
誠
出
版
平
成
十
一
年
二
月
）
に
よ

る
。
以
下
同
じ

（
４
）	

志
村
良
治「
冥
報
記
の
傳
本
に
つ
い
て
」『
文
化
』第
19
巻
１
号
昭
和
三
十
年
一
月
・

渥
美
か
を
る
「『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
発
想
と
趣
向
─
主
と
し
て
『
冥
報
記
』

と
の
関
係
に
お
い
て
─
『
説
林
18
号
』
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
）

（
５
）	

佐
野
誠
子
『
怪
を
志
す
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
令
和
二
年
二
月
）

（
６
）	

志
村
良
治
（
前
掲
論
文
）・
説
話
研
究
会
編
『
冥
報
記
の
研
究
』（
前
掲
書
）
解
題

（
７
）	
片
寄
正
義
「
冥
報
記
と
日
本
霊
異
記
・
今
昔
物
語
集
」『
今
昔
物
語
集
の
研
究
』
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上
（
藝
林
舎
昭
和
四
十
九
年
四
月
）

（
８
）	

芳
賀
矢
一
『
考
証
今
昔
物
語
集
』
天
竺
震
旦
部
序
論
（
冨
山
房
昭
和
四
十
五
年
三

月
復
刊
）

（
９
）	

佐
藤
謙
三
（
前
掲
論
文
）

（
10
）	

後
藤
良
雄
「
冥
報
記
の
唱
導
性
と
霊
異
記
」『
国
文
学
研
究
』
第
二
十
五
集
（
早

稲
田
大
学
国
文
学
会
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
九
十
頁

（
11
）	

八
木
毅
「
日
本
現
報
善
悪
霊
異
記
と
冥
報
記
に
つ
い
て
」『
説
文
』
二
十
五
号
（
昭

和
四
十
年
三
月
）
露
木
悟
義
「
霊
異
記
と
冥
報
記
の
蘇
生
説
話
」『
文
学
論
藻
』

三
十
一
号
（
昭
和
四
十
年
六
月
）
渥
美
か
を
る
（
前
掲
論
文
）

（
12
）	

片
寄
正
義
（
前
掲
論
文
）
三
五
二
頁

（
13
）	

小
泉
弘
「
日
本
霊
異
記
と
冥
報
記
」『
学
芸
』
第
一
巻
第
一
号
（
昭
和
二
十
四
年

十
二
月
）
八
七
頁

（
14
）	

小
泉
弘
（
前
掲
論
文
）・
渥
美
か
を
る
（
前
掲
論
文
）・
西
村
亜
希
子
「『
日
本
霊

異
記
』
と
『
冥
報
記
』
の
冥
界
」『
成
城
国
文
学
』
第
二
十
号
（
平
成
十
六
年
三
月
）・

徐
志
紅
「『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
十
縁
を
め
ぐ
っ
て
─
前
田
家
本
『
冥
報
記
』
下

巻
八
話
と
の
状
況
設
定
の
比
較
─
」『
説
話　

伝
承
学
』
第
十
三
号
（
平
成
十
七

年
三
月
）

（
15
）	

徐
志
紅
（
前
掲
論
文
）

（
16
）	

徐
志
紅
（
前
掲
論
文
）
四
三
頁

（
17
）	

徐
志
紅
（
前
掲
論
文
）
五
三
頁

（
18
）	

曺
述
燮
「『
冥
報
記
』
の
應
報
に
つ
い
て
─
後
半
」『
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
』
第
四

号
（
平
成
年
月
）
七
頁
（
平
成
十
六
年
三
月
）

（
19
）	

霧
林
宏
道
「『
扶
桑
略
記
』
に
お
け
る
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
享
受
」『
國
學
院

雑
誌
』
一
一
四
巻
十
一
号
（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
）

（
20
）	

中
田
祝
夫
編
『
日
本
霊
異
記
』（
前
掲
）
中
巻
第
十
頭
注
解
説

（
21
）	

春
日
和
男
編
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
』（
岩
波
書
店
昭
和
四
十
二
年

三
月
）
解
説
三
七
頁

（
22
）	

露
木
悟
義
（
前
掲
論
文
）
二
三
頁

（
23
）	

高
橋
貢「
日
本
霊
異
記
の
説
話
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
文
学
研
究
』三
十
八
号（
昭

和
四
十
三
年
九
月
）
一
三
頁

（
24
）	

益
田
勝
実
『
説
話
文
学
と
絵
巻
』（
三
一
書
房
昭
和
五
十
五
年
二
月
）
九
四
頁

（
25
）	

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
捜
神
記
』
巻
十
五
「
墓
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
女
中
」（
平

凡
社
平
成
十
七
年
七
月
）

（
26
）	

中
国
古
典
小
説
選
２
『
捜
神
記　

幽
明
録　

異
苑
他
〈
六
朝
Ⅰ
〉』（
明
治
書
院
平

成
十
八
年
十
一
月
）
三
二
頁

（
27
）	

益
田
勝
実
（
前
掲
論
文
）

（
28
）	

中
村
元『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』中（
東
京
書
籍
株
式
会
社
平
成
十
三
年
六
月
）「
追

善
」
の
項

（
29
）	

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
中
（
前
掲
書
）「
呪
願
」
の
項

（
30
）	

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
中
（
前
掲
書
）「
端
坐
」
の
項

（
31
）	

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
中
（
前
掲
書
）「
正
念
」
の
項

（
32
）	

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
下
（
前
掲
書
）「
練
行
」
の
項

（
33
）	

霧
林
宏
道
「『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
遠
隔
地
説
話
の
研
究
─
伝
播
者
を
中
心

と
し
て
─
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
十
六
巻
六
号
（
平
成
七
年
六
月
）

（
34
）	

本
文
の
引
用
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
延
喜
式
』（
吉
川
弘
文
館
平
成
十
二
年

十
一
月
）
に
よ
る

（
35
）	

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展
『
地
下
の
正
倉
院
展
─
荷
札
木
簡
を
ひ
も
と
く
』

第
三
期
解
説
シ
ー
ト
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
成
三
十
年
十
二
月
）

（
36
）	

本
文
の
引
用
は
『
三
宝
絵
略
注
』（
宝
文
館
出
版
昭
和
四
十
六
年
八
月
）
に
よ
る

（
37
）	
小
南
一
郎
「
六
朝
隋
唐
小
説
史
の
展
開
と
佛
教
信
仰
」
福
永
光
司
編
『
中
国
中
世

の
宗
教
と
文
化
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
四
九
二

頁


